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論文内容の要旨
本研究は， 従来にない新しい反応を開発する事を目的として， 有機金属化合物である有機ス
ズ，有機ケイ素化合物の光反応の研究を行なうと共に，同じ第 4 族元素である炭素を含む小員環
化合物の光反応の研究を行なった。その結果，環状不飽和スズ，ケイ素化合物の光反応の研究に
おいて，従来lこない全く新しい反応を発見する事に成功した。また，それらの研究の過程におい
て，第 4 族元素である炭素，ケイ索，スズの電子的性質について多くの知見を得た。すなわち，
環状不飽和スズ化合物の合成の過程において，スズヒドリドが三重結合を還元する新反応および
乙のスズ化合物を光照射する事によって二量体，オリコ守マーが高収率に生成する新反応を発見し
7こ。
さらに，この機構を研究する事によって，従来に例のないスズー炭素結合が容易にラジカノレ的
に切断する事およびスズ原子上におけるラジカノレ置換反応を見出した。また，環状ケイ素化合物
の光反応において，酸化還元生成物が高収率に生成する事を発見した。
このような光酸素化の条件における酸化還元反応は，従来例がなく，乙の反応の機構を研究す
る事によって分子内水索引抜き反応が起っている事を見出し，未開拓な有機金属化合物の光反応
に関する研究の端緒を開いた。
つぎに，同じ第 4族元素である炭素を含むシクロプロパン化合物の研究において，従来異常な
反応性を示す原因とされている電子的性質について定説がなかったが，双極子能率を測定する事
によって，その静電気的性質は他のアノレキノレ基と大差がない事を明らかにした。
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論文の審査結果の要旨
本研究では第N族元素を含む有機環状化合物の光反応および物理化学的測定を行なって，その
反応性， 物理化学的性質について次の結論を得ている。 (1) 光によって熱反応では見られない新
しい環状スズ化合物を合成し， 環状スズ化合物の新しい合成反応を発見した。 (2) 光照射により
容易に炭素ースズ結合がラジカノレ的に切れ，溶液中にかなり安定に存在する知見をえている。 (3)
有機ケイ素化合物シラシクロペンタジエン誘導体の光酸化反応において，従来認められなかった
光酸化還元反応を見出し， 5 員環炭化水素の反応性と比較して興味ある知見をえている。 (4) フエ
ニノレシクロプロパン誘導体の双極子能率を測定することによってシクロプロピノレ基はメチル基よ
りやや強い電子供与性を持っているが，電子吸引的および電子供与的な共鳴構造の寄与は認めら
れないことを明確にしている。これらの研究結果は有機金属化合物の光反応および小員環化合物
の化学に新しい知見を与え，その進歩に貢献したものと認められる。
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